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【はじめに】 アミロースアルキルカルバメート誘導体は比較的低い極性を持つ

溶媒（例えば THF）中で剛直鎖として振る舞う。剛直な高分子は一般に濃厚溶

液中で液晶相を形成するが、アミロース誘導体のリオトロピック液晶性に関す

る研究はほとんどない。そこで本研究では、アミローストリス（エチルカルバメ

ート）（ATEC）、アミローストリス（n-ブチルカルバメート）（ATBC）、およびアミロ

ーストリス（n-ヘキシルカルバメート）（ATHC）の THFと乳酸エチル（EL）を溶媒

とする濃厚溶液について、等方－液晶相挙動および液晶相の構造を調べた。 

【結果と考察】 ATEC, ATBC, ATHCのTHF溶液は、ある濃度以上でほぼ透明

な液晶相を生じた。Fig. 1 に決定した等方相－二相共存領域の相境界濃度 cI

および異方相－二相共存領域間の相境界濃度 cAのクーン・セグメント数 N依
存性を示す。ただし、N は希薄溶液データより決めた。他の剛直性高分子と同
様に、相境界濃度は N が１より小さくなると、急激に増加する。図中の実線は、

冠球円筒みみず鎖に対する理論線で、実験値をほぼ定量的に再現する。な

お、cA以上の濃度のATBC-THF溶液は、左円偏光を選択的に反射し、左巻き

のコレステリック液晶であるこ

とがわかった。 

他方、ATBCのEL溶液は、

Fig. 1に示した cIよりもかなり

低い濃度で白濁した液晶相

が現れた。その液晶に対する

X 線回折実験から、低角側に

1 分子の長さとほぼ対応する

ピークが観測され、スメクチッ

ク相の形成が示唆された。ま

た高角側には１分子のらせん

のピッチに対応すると思われ

るピークがみられた。同様の

結果は ATEC と ATHC の EL

溶液系についても得られた。 

Fig. 1. Comparison between 
experimental and theoretical 
isotropic-liquid crystal phase 
boundary concentrations for ATEC 
(◆◇), ATBC (●○), ATHC (■□) in THF 
at 25°C 
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